
やめよ!徳山ダ
徳山ダム 止を求める会通
No. 2011.7.7
事 務 局  TEL/FAX 0584「 78‐4119
大垣市田町 1-20-1  近藤方

結局は政策転換できない「再検証」という枠組み

昨年 9月 28日 付け国土交通大臣指示 (要請)に より、全国 84事業で「臨時的にかつ一斉
に行うダム事業の再評価を実施」しています。幾つかの事業について、検討主体からの"報告"が「今

後の治水対策のあり方に関する有識者会議」(以下「有識者会議」という)に出され始めています。すで

に実質的に中止となっているものを除いては、「(ダム等)事業継続が妥当」とされたものばかりです。
「有識者会議」はこれらの"報告"を、あれこれ評論はしても結局は追認してしまっています。

この「再検証Jの枠組みそれ自体が、こうした結論へと誘導しているのです。2009年 12月 に不可思

議な人選で密室会議として設置された「有識者会議」。そこでさえも規約には「[饉 だ党ズムにたよら
在喰れ水よゴ匹鯵艶懃鋒聾数Ж葉2表れに基づき、今後の治水対策について検討を行う際に必要と
なる、幅広い治水対策案の立案手法、新たな評価軸及び総合的な評価の考え方等を検討するととも

に、さらにこれらを踏まえて今後の治水理念を構築し、提言することを目的とする」とあります。

ところが昨年 9月 27日 付のこの「有識者会議。中間とりまとめ」を受けた形となっている翌9月 28日 の

国土交通大臣指示 (要請)及びマニュアル (=「ダム事業の検証に係る検討に関する再評価実施要

領細目」)に は、「『できるだけダムにたよらない治水』への政策転換」という言葉は一言もありません。
政策転換抜き、あくまでも現行の河り|1整備計画を尊重する、というなら「現行河り|1整備計画に位置づけ

られているダム案が最適」になってしまうのは当然でしょう。つまりこの「臨時的にかつ一斉に行うダム

事業の再評価=再検証」は「やつぱリダムだ」というお墨付きを与える場に化けてしまっているのです。
有権者が行った「政権交代」という選択がこんなふうになってしまって良いはずがありません。

★ 木曽川水系連絡連絡 (徳山ダム)導水路
～ 初回「検討の場」 &パブコメ募集から「複数対策案」つて ?～

恒例 :徳山村キャンプ 8月 20日 (土 )～ 21日 (日 )

20日 (土)13時 JR大垣駅北口集合出発、21日 (日 )の午後の早め帰着。

20日 の夕食と21日 の朝食の材料、飲み物は準備します。

参加費 :3000円

(子供は無料。 自分以外の人や荷物を運ぶ方には1000円をバックします)
参加者各自が用意するもの :長袖シャツ、雨具、懐中電灯など。

my箸、 myコツプ、my皿。寝袋or毛布 (できるだけ)。

① 大雨が予想されるときは中止します。予め緊急連絡先を教えて下さい。
② テント等、ご自分の分以外にもお持ちより頂けるとありがたいです。
③ お申込み。お問合せは、事務局・近藤へ  0584-78-4119 EmaJ:kす面ko@octn。加

徳山ダム建設中止を求める会主催のキャンプとしては最終回となります
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６月１日 「木曽川水系連絡導水路事業の関係地方公共団体からなる検討の場」の第１回本、

委員会が開かれ、６月３日から７月２日までパブリックコメントの募集がありました。事業の

必要性、費用便益は、議題にも資料にもありません。パブリックコメントのための資料も（ゆ

えにパブコメ募集の様式も 「複数対策案」だけです。）

木曽川水系連絡導水路とは「徳山ダムに係る導水路」であり、徳山ダムの水を木曽川（長良

川）に導水する事業です。徳山ダム以外に水源を求めるような利水対策案や治水（流水の正常

な機能の維持）対策案に、意味があるでしょうか？ 利水対策代替案として海水の淡水化だと

か治水代替案として矢作川水系からの水系間導水だとか・・・明らかにダミー代替案であり、

「やっぱり今の導水路計画が妥当だ」と結論づけるためのものでしかありません。

こんなやり方で「やっぱり現計画がが妥当だ」と結論づけたところで先立つものは出てこな

い、本格着工の目処もなく（あったら大変 、いつまでも計画が残り続ける・・・・計画が存）

在するから、というだけ理由で、毎年２億２０００万円（＝今年度予算３億５０００万円のう

ちの人件費や事務所経費の分）ずつ費やされていくのではたまりません。

徳山ダムの水はどこも必要としていないのです。要らないものを作ってしまった、そのため

に巨額のツケを残し、文化も自然も破壊した事実を、行政も市民もしっかり自覚し、反省し、

心に刻みつけ、さらなる無駄と自然破壊をきっぱりとやめる選択をするべきです。

★ 内ヶ谷ダム「再検証」の結論は「やっぱりダム」

- - - - - - - - - - - -内ヶ谷ダム再検証をめぐる動き（☆＝岐阜県、●＝長良川市民学習会）

☆2010.10.6 岐阜県知事「内ヶ谷ダムを最優先で検討する」と県議会で発言

● 2010.11.24 知事宛「河川行政に関する緊急要請書」（８市民団体）

☆ 2010.11.25 第１回 内ヶ谷ダム建設事業の関係地方公共団体からなる検討の場

☆ 2010.11.26～12.24 内ヶ谷ダム建設事業の検証に係る意見募集（第１回）

● 2010.12.7～8 長良川中流域調査行（今本博健先生とともに）

● 2011.2.5 シンポジウム 長良川に内ヶ谷ダムは必要か？

基調講演：「内ケ谷ダムは洪水対策に有効か」－今本博健京都大学名誉教授－

● 2011.2.22 知事宛「岐阜県の河川行政に関する要請書」（８市民団体）

☆ 2011.2.28 第２回 内ヶ谷ダム建設事業の関係地方公共団体からなる検討の場

☆ 2011.3.15～5.6 内ヶ谷ダム建設事業の検証に係るご意見の募集（第２回）

☆ 2011.4.7 内ヶ谷ダム建設事業の検証に係る意見募集に伴う説明会（関市）

☆ 2011.4.21 内ヶ谷ダム建設事業の検証に係る意見募集に伴う説明会（郡上市）

● 2011.4.21 知事宛「内ヶ谷ダム事業の検証にかかる公開討論会の開催を求める」 要請

（ → 下に）● 2011.5.23 内ヶ谷ダム緊急報告会

● 2011.6.9 内ヶ谷ダム予定地現地見学会

☆ 2011.6.10 第３回 内ヶ谷ダム建設事業の関係地方公共団体からなる検討の場

● 2011.6.15 知事宛「 」要請再度、内ヶ谷ダム事業の検証にかかる公開討論会の開催を求める

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

５月２３日 内ヶ谷ダム 緊急報告会
検証主体である岐阜県当局の動きに対応した緊急的にもたれた集会です。宣伝不足の上に月

曜日の夜で雨。厳しい条件だったためか、約５０名といつもより若干少ない参加者でしたが、
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初めての参加者や若い人の参加もあり有意義でした。

この内ヶ谷ダムの「再検証」においても 「再検証」の枠組みそのもの、費用便益を真っ当、

に検証しない（できない）あり方が厳しく批判されています。

今本 博健 京都大学名誉教授（報告１）ダム検証に異議あり！…

富樫 幸一 岐阜大学教授（報告２）洪水被害額よりも高いダム事業費！？…

中日新聞2011.6.11

当会としての活動は、２０１１年末をもって一応休止とし 「やめよ！徳山ダム」はこ、

の号の後に２回－９２号まで－出す予定です。徳山ダムに関連する木曽川水系連絡導水路

そして長良川河口堰の運動はますます進展しています。当会メンバーの活動は終わりませ

ん。ブログなどで運動の状況を発信し続けますので、今後もご注目下さい。
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愛知県「長良川河口堰検証」
中日新聞2011.6.9

２月の「トリプル選」で、圧勝

した大村秀章・愛知県知事は、長

良川河口堰開門調査／木曽川水系

導水路と設楽ダムの見直し」を河

村たかし・名古屋市長との共同公

約としていた。当選後、公約実現

の動きがなかなか見えない中で、

５月１１日「導水路はいらない！

愛知の会」は、共同公約実現を迫

る公開質問状を出した。提出日の

担当課との話し合いで、何らかの

、 、動きがある という感触を得たが

つまりは、長良川河口堰検証のプ

ロジェクトチーム設置であった。

- - - - - - - - - - - - - -

＜愛知県 平成 年 月 日 火23 5 31 (

曜日）発表 長良川河口堰検証第 回プロジェクトチーム会議と公開ヒアリングの開催及び1

一般傍聴者の募集について（略）＞

☆ 長良川河口堰検証ロジェクトチーム・メンバー

（青山学院大学国際政治経済学部教授・愛知県政策顧問）／ （東京大小島 敏郎 蔵治 光一郎

学愛知演習林長・准教授 ／ 名古屋大学大学院工学研究科教授 ／ 中） （ ） （辻本 哲郎 松尾 直規

部大学工学部長）／ （名古屋女子大学家政学部教授）村上 哲生

☆ 長良川河口堰検証公開ヒアリング

竹村 公太郎 富樫＜第１回意見陳述者＞ （ 財）リバーフロント整備センター理事長）／（

（岐阜大学地域科学部教授）／ （中京大学体育学部教授）幸一 田中 豊穂

＜第２回意見陳述者＞ （赤須賀漁業協同組合代表理事組合長）／ （サ秋田 清音 大橋 亮一

ツキマス漁師）／ （東浦町議会議員）／ （ 法人木曽三川環境保神谷 明彦 平野 久克 NPO

全機構理事長）

第３回の日時については、まだ発表されていない（６日、１５時現在 。）

第２回の会議・ヒアリングの前日 国交省中部地整が 第１回の富樫教授の資料について 事、 、 「

実誤認」と記者発表をし、ホームページに載せた。富樫教授の意見については今までは無視し

続けてきたのだけど…？ 行政としては 暴走 である よほど焦りを感じているのだろうか？「 」 。

そこまでやるからには中部地整も「言いっぱなし」にはしない覚悟があるのだろうか？ き

ちんとした公開討論会に発展することを期待したい。 （別紙新聞記事参照）

徳山ダム建設中止を求める会 代表：上田武夫「やめよ！徳山ダム」
http://www.tokuyamadam-chushi.net http://tokuyamad.exblog.jp/公式 HP 事務局長ブログ

編集責任：近藤ゆり子 大垣市田町１－２０－１事務局 〒 503-0875
TEL/FAX Email k-yuriko@octn.jp０５８４－７８－４１１９ ：

カンパ歓迎郵便振替：00800-7-31632 年会費 １０００円
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